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１． 研究目的 
 遺伝情報は，遺伝子の本体であるDNAからRNA
に写し取られて発現する．したがって，RNA の細

胞内局在化は，遺伝情報を空間的および時間的に

制御するための重要な現象である．哺乳動物から

酵母にいたるまで，多数の生物種において局在化

mRNA が存在し，生命現象にとって重要な役割を

担っている．我々は，酵母を用いて世界で初めて

局在化 RNA の網羅的探索に着手し，新規の局在化

RNA を多数発見した．これらの局在化 RNA の局

在化機構や局在化の生物学的意義を解析すること

で，局在化 RNA の全貌解明に迫りたいと考えてい

る．  

 本研究では，これらの局在化RNAのうち，Y1773
クローンについて，局在化の生物学的意義の解析

を試みた． 

 

２． 研究内容及び成果 

 我々が発見した，娘細胞の先端に局在す mRNA
（クローン名：Y1773）は，細胞周期を制御する

蛋白質をコードし，SHE2 遺伝子依存的に局在化す

る（未発表データ）．Y1773 がコードする蛋白質は，

細胞周期の時期により，その存在量が大きく変化

することが報告されている．本研究では Y1773 の
mRNA を人為的に恒常的に発現させた場合と内在

性のY1773のmRNAのみが発現している場合とで，

SHE2 遺伝子の存在が細胞周期全体を通し Y1773
のコードする蛋白質の量にどのように影響するか，

および，SHE2 遺伝子の存在が細胞周期の進行にど

のような影響を示すかを調べた． 

 実験は，正常な SHE2 遺伝子を持つ株と she2 遺

伝子破壊株を用い，Y1773 の mRNA を人為的に恒

常的に発現させる場合と，Y1773 の mRNA の発現

を人為的に制御しない場合との 2 種類の条件で行

なった．その結果,Y1773 のコードする蛋白質の量

は，Y1773 の mRNA を人為的に恒常的に発現させ

た場合は SHE2 遺伝子の有無に影響されるが，

Y1773 の mRNA の発現を人為的に制御しない場合

は SHE2 遺伝子の有無に影響されないことが示唆

された．ただし，この結果については，後述の通

り（「３. まとめと今後の課題」を参照）今後実験

方法を改善して再度確認する必要がある．なお，

前述の 2 種類の条件において，いずれの場合

も,Y1773のmRNAの発現量はSHE2遺伝子の有無

に影響されないことが確認された．  

 また，細胞周期の進行に伴う細胞の形態変化を

調べた結果，通常条件下では，SHE2 遺伝子の有無

が細胞周期の進行へ与える影響を検出することは

できなかった． 

 
３． まとめと今後の課題 
 今年度は,酵母の細胞破砕液を調整し，その中に

含まれる Y1773 のコードする蛋白質の量を検出す

る実験を繰り返し行なったが，細胞破砕液を調整

する作業中に Y1773 のコードする蛋白質の分解が

進行している可能性が示唆された．今後は，これ

まで行なっていたガラスビーズを用いた細胞破砕

法ではなく，アルカリを用いた蛋白質抽出法を行

ない，より正確なデータを得たい． 

 また，様々な条件下で，SHE2 遺伝子の有無が細

胞周期の進行へ与える影響を調べ，Y1773 の

mRNA が局在化する現象について，その生物学的

意義を明らかにしたい． 
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